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の間で条件が折り合わず、同年 11月 24日に「第一段階の合意」を迎えたのち 2014年 7月の合意
をめざして再スタートしていた。それが7月の段階で11月24日に再度延長となり、そこでも妥協点が
見い出せぬまま再延長となったのである。果たしてこの交渉が新たな期限として設定された2015年6





2011年の国際原子力機関（International Atomic Energy Agency: IAEA）報告以来、米国の
対イラン経済制裁が大幅に強化されて実質的な交渉が全く進まなかったイランの核交渉が俄かに進
















                                                   
1 この間の事情については、[鈴木 2014]を参照のこと。またこれに先立つアフマディネジャード政権
第 2期の性格については『アジ研ワールド・トレンド』2009年 10月号および 2010年 11月号の特集
記事を参照。 
Iran: Nuclear Issues 
イラン核交渉 
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2 「イスラーム国」については日本でも既に複数の紹介書が出版されているが、ここでは主に[池内恵 
2015]を参照。 
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また 2001 年 9 月に暗殺されたシャー・マスードにも近い。この人物が政権の一角を占めるということ
は、今後のアフガニスタンにおける政治プロセスにおいてイランが無視できない存在となることを示唆
していると考えるべきだろう。2014 年末に米軍および ISAF（International Security Assistance 





























                                                   
3 http://www.afpbb.com/articles/-/3033363（2015年 2月 10日アクセス） 
4 モハンマド･ジャワード･ザリーフはテヘラン出身で2002～2007年までイランの国連代表を務め、当
時の核交渉に従事した。 
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外交の転換と日本―」『中東レビュー』第 1号 46-61. 
吉岡明子・山尾大編 2014.12.『「イスラーム国」の脅威とイラク』岩波書店 
Phares, Walid 2014. The Lost Spring: U.S. Policy in the Middle East and Catastrophes 
to Avoid, Palgrave. 
 
（2015年 2月 10日脱稿） 
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